
４都市整備 

 １都市計画区域等 

 



現状 

 別子山村は広域都市計画区域外である。新居浜市の山間部も広域都市計画

区域外である。 

 

課題 

 それぞれの地域の土地利用における位置付けを明確にする必要がある。 

効果 

 行政区域における都市計画区域の占める割合が少なくなり、都市計画区域

に対する影響はほとんどない。 

 

 ２高速道路・国道・県道 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

（県道） 

 別子山村と新居浜市は県道新居浜別子山線で結ばれている。この県道は、

慢性的交通渋滞である国道１１号線を共用して新居浜インターチェンジに至

る。 

（国道） 

 国道１１号線の慢性的交通渋滞の緩和のため、新居浜バイパスの整備が進

められている。一部区間で開通している。 

課題 



（県道） 

 慢性的な交通渋滞である国道１１号線を共用しない別子山村から新居浜イ

ンターチェンジに至る新しい経路の確保が望まれる。 

（国道） 

 県道が一部国道を共用しているので、国道の慢性的交通渋滞の緩和を早期

に行う必要がある。そのため、新居浜バイパスの全線開通による交通渋滞の

解消が望まれる。 

 

効果 

 愛媛県の合併支援による県道新居浜別子山線の早期改良が期待される。 

 また、広域的に利用者の増加が見込まれ、交流人口が増加する。 

 

 ３都市計画道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現状 

 広域都市計画道路の整備推進が必要である。 

課題 

 四国縦貫自動車道の開通による便益が最大限に利用できるよう、関連道路

の整備を進める必要がある。 

効果 

 村民と市民ともに、便利になる。また、圏域外からの交流を促進する効果

も見込まれる。 

 

 ４市（村）道 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

 未改良部分や経年劣化等による老朽化のため、市（村）道の改良が必要に

なっている。 

課題 

 道路の多面的利用に配慮するとともに、環境の保全を考えた利便性の高い

生活道路の計画的な整備が必要である。 

 現行の道路改良を推進する必要がある。 

 



 ５都市公園 

現状 

 森林公園の整備を行ってきた。 

 

課題 

 地域の実情に応じた公園整備が必要である。 

効果 

 別子山村が今まで整備してきた森林公園等を新居浜市民が身近な公園とし

て、気軽に利用することができる。 

 広域的な視点で今後、公園整備が行われ、まちづくりをより効果・効率的

に実施できる。 

 本市のイメージアップにもなり、既存の公園や今後整備される公園でのイ

ベント開催等により、地域の活性化につながる。 

 

 ６公営住宅 



現状 

 公営住宅としては、村営「活性化推進住宅」を保有している。 

課題 

 住環境の改善、適正な維持管理に努めるとともに、高齢者や障害者等に配

慮した公営住宅の整備が必要である。 

効果 

 公営住宅１０戸、活性化推進住宅１１戸共に需給バランスが取れている。

今後は利用者層の拡大が見込まれる。  

 

 


